




















































































































                                                  





















のは、1967 年 10 月以後のことだった2。その
後も党組織の再建は遅々として進まず、1969

















                                                  
2 「姚文元写給毛沢東的一封信 1967 年 10 月
11 日」清華大学井崗山斗批改戦団編印『学習資










文革終焉時の 1973 年 8 月開催の第 10 回党代
表大会の際の党員数が公称2,800万人、以後、



































































毛は 1964 年 12 月、「党内の資本主義の道
を歩む実権派」の言葉を用いて党内幹部の「新
たな階級」化を明確化した。「党内実権派」
という表現はのち 1966 年 8 月 5 日党第 8 期
                                                  
3 王年一『大動乱的時代』河南人民出版社、2004












































                                                  
4 毛沢東「事情正在起変化 1957 年 5 月 15 日」
『毛沢東選集』第 5 巻、1977 年 4 月。 
は、現在のウイグル問題を見ても分かるよう
に、現状ではもはや解決不能に思えるような
膠着状態に至っている。楊が扱う内モンゴル
問題は、ウイグル問題同様に根が深いことが
判明する。民族問題は、根本的には習近平の
「中華民族」の存立にかかわる問題である。 
「中華民族」という造語は、加々美光行論
文「三つの世代を越えて見えてくるもの―紅
衛兵世代、天安門世代、ポスト天安門世代」
の中で説明されているように、中国の近代、
具体的には 20 世紀初めに欧米日をまねて中
国に「国民国家」を創出しようと、梁啓超が
作り出したものだった。当時梁が亡命してい
た日本に「日本民族」という造語が案出され
たばかりだったことも大きく影響しただろう。 
ふたたびカタストロフについて論理的に言
えば、この「中華民族」の観念がもし崩壊す
る場合には、当然「中国」の観念も崩壊し、
「天」も落ちてくることになる。実際に中国
が現在抱えている困難は、万一解決できない
まま推移すれば、「中国世界」の全崩壊をも
想定させるものがある。ただここではあくま
でそうしたハード・ランディングは想定する
つもりはなく、むしろソフト・ランディング
（軟着陸）こそが望ましいことは言うまでも
ない。 
中国の未来のシナリオは「下から上へ」の
社会変革のエネルギーをどのように新たな社
会を生み出す力に変えるかにかかっている。 
 
 
